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「じょうずな医療の受け方」

　　　　　を連載するにあたって
　　　　　十日町市・中魚沼郡医師会

一

　医師会は、これまで日常診療活動をはじめ、学

校医、産業医、各種検診、予防接種等を通じて地

域住民のみなさんの健康についてカをそそいでき

ました。

　このたび、十一日町市保健課の行う「住民の健康

づくリ」運動に協力して「L手な医療の受けノ∫

というシリーズを「市報とおかまち 1の折リ込み

で連載することとしました、

　市民のみなさん、病気を早く見つけて早く治し

ましょう。病気の早期発見、甲期治療は「健康づ

くリ」と表裏 尋体と考えてもよいと思います。病

気早期発見のために、このシリーズがみなさんの

お役に立てば幸いです，，

　また、もう一つみなさんに知って頂きたいこと

は、当｛一日町市中魚沼郡が、県ド1・2の医師過

疎地域であるということです　新潟市の周辺地区

では、住民400へに医師1ノ＼の割合ですが、当地

区は住民2000／＼に医師1へしかおりません、

　したがって、この地区の医師は新潟地区の医師

にくらべて、5倍の責任を負っているわけです。

　数少ない医師をあまリコキ使ってバテさせない

よう、、L手に利用して、自らの健康を守る智恵を

このシリーズを読んで身につけて頂くよう希望い

たします。
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◆
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
医
療
は
本
来
、
人
に
よ
・
て
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

よ
い
医
療
の
第
一
条
件
は
な
ん
と
い

っ
て
も
医
師
と
患
者
さ
ん
と
の
間
に

良
好
な
人
間
関
係
が
成
立
し
、
相
互

信
頼
で
結
ば
れ
た
も
の
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
住
ん
で
い
る
近
く
に
、

何
事
に
も
よ
ら
ず
相
談
の
で
き
る
家

庭
医
を
も
ち
、
異
常
が
あ
れ
ば
受
診

し
、
処
置
し
て
も
ら
う
。
更
に
総
合

病
院
で
の
診
療
が
必
要
で
あ
れ
は
、

紹
介
し
て
も
ら
う
。

　
こ
の
よ
う
な
医
師
と
家
族
と
の
つ

な
が
り
を
も
つ
．
一
と
が
、
育
児
ノ
イ

・
ー
ゼ
な
ど
に
ょ
る
不
幸
な
イ
、
・
き
事

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
最
も
よ
い

方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
こ
の
「
か
か
り
つ
け
の
医
師
」
は
、

ち
ょ
う
ど
同
じ
家
庭
内
で
の
間
柄
の

よ
う
な
も
の
で
「
ホ
ー
ム
ド
ク
々
1
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
．
、

①
健
康
相
談
に
つ
い
て
、
遠
慮
気
が

ね
な
く
相
談
に
乗
り
て
も
ら
え
ま
す
。

②
専
門
外
の
時
で
も
、
相
談
相
手
に

な
り
、
助
言
し
て
く
れ
ま
す
．

③
病
気
の
時
に
は
、
あ
な
た
の
体
質

　
　
　
　
　
　
　
　
／

σ
、

や
性
格
、
過
去
の
病
気
を
十
分
知
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
・
い
得
て
よ
り

良
い
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す

④
医
師
の
側
か
ら
す
る
と
、
大
変
無

理
な
注
文
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と

で
も
、
特
別
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
て

あ
り
ま
す
、
そ
れ
か
親
し
い
心
の
結

び
つ
き
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
．

』・藤

＼／

。
』
．
直
気

㎜
　
度
は
必
ず
体
験
し
て
い

　
ず
で
す
。

　
　
．
一
れ
は
熱
性
け
い
れ
ん
と
い
っ

、
て
高
熱
の
た
め
で
す
か
ら
心
配
の

　
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
大

　
人
の
け
い
れ
ん
は
子
ど
も
と
違
っ

　
て
大
変
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
．

　
　
け
い
れ
ん
が
お
き
た
ら
舌
を
か

　
ま
な
い
よ
う
応
急
手
当
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
静
か
に
ね
か
せ
イ
＼
衣

服
を
ら
く
に
し
、
部
屋
を
暗
く
し

　
て
換
気
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
そ

　
し
て
熱
の
有
無
を
た
し
か
め
、
熱

が
あ
れ
ば
冷
や
し
、
手
足
が
冷
た

け
れ
ば
温
め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
、
医
師
の
来
診
を
う
け

て
も
医
師
は
け
い
れ
ん
発
作
を
目

前
に
み
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
病
人
は
け
い
れ
ん
発
作

時
は
意
識
も
な
い
し
、
発
作
直
前

の
こ
と
も
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
医
師
は
そ
の
時
の
状

態
を
家
族
か
ら
聞
く
よ
り
し
か
た

が
な
い
の
鴫
・
す
．
家
族
の
方
は
落

ち
つ
い
て
よ
く
発
作
の
状
態
、
時

間
、
口
か
ら
の
泡
、
顔
色
を
み
て

い
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
飲
み
残
し

の
薬
、
み
な
れ
な
い
薬
の
空
箱
は

捨
て
な
い
で
医
師
に
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

◆
頭
の
い
た
む
と
き
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
は
　
　
で
い
ろ
い
ろ
の
病
気
が
出
て
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
．
ま
た
頭
蓋
内
疾
患
に
は
頭
痛

を
主
症
状
と
し
て
き
ま
す
し
、
そ

の
頭
痛
も
本
人
だ
け
し
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
部
位
と
痛
み
方
、
熱
の

有
無
、
は
き
け
、
耳
鳴
り
な
ど
を

よ
く
考
え
て
医
師
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
そ
の
結
果
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
医
、
例
え
ば
内
科
、
外

科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
皮
膚
科
婦

人
科
、
歯
科
、
精
神
神
経
科
で
精

密
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
発
疹
が
出
た
と
き
に
は

　
赤
い
点
々
の
「
ぼ
ろ
」
や
「
ま

だ
ら
」
を
発
疹
と
い
い
ま
す
。
発

疹
に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
熱
を
計

っ
て
く
だ
さ
い
。
熱
が
あ
れ
ば
内

科
系
で
、
熱
が
無
け
れ
ば
皮
膚
科

で
受
診
さ
れ
る
の
も
】
つ
の
目
安

に
な
り
ま
ナ
。

　
発
疹
の
出
る
病
気
は
軽
く
す
む

病
気
か
ら
、
恐
し
い
伝
染
病
ま
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
出
は
じ
め
た
部

位
、
熱
と
の
関
係
、
大
き
さ
、
数
、

か
ゆ
み
、
内
服
し
た
薬
な
ど
診
察

の
と
き
に
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ

　
発
疹
に
は
い
ろ
い
ろ
の
特
徴
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
聞
く
だ
け
で

も
医
師
は
た
い
へ
ん
診
断
の
助
け

と
な
り
ま
す
。
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真
冬
に
向
け
て
、
備
え
は
万
全
で
す
か
　
　
　
　
。

今
年
は
一
月
末
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
豪
雪
に
よ
り
、
市
民
生
活
は

大
き
く
乱
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
の
北
陸
地
方
三
ヵ
月
予
報
に
よ
る
と
、
十

二
月
後
半
に
は
季
節
風
が
強
ま
り
雪
が
降
り
や
す
く
、
一
月
後
半
か

ら
二
月
に
か
け
て
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
雪
が
降
り
や
す
い
と

の
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
雪
害
対
策
室
を
設
け
、
市
民
生
活
の

安
全
と
交
通
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〃
ψ

　
　
　
　
8霞”を

　
市
で
は
、
道
路
交
通
の
確
保
、
な

た
れ
に
ょ
る
事
故
の
防
止
、
そ
の
他

雪
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を

図
る
た
め
、
十
二
月
】
日
か
ら
市
役

所
内
に
雪
害
対
策
幹
事
会
及
び
雪
害

対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
．

　
雪
害
対
策
室
は
、
総
勢
四
十
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　
国
導
L
榊

が
除
雪
班
と
庶
務
班
に
分
か
れ
、
雪

害
発
生
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で
の

期
問
、
雪
害
及
び
除
雪
に
関
す
る
す

べ
て
の
事
項
を
処
理
し
ま
す
．

　
道
路
除
雪
、
な
だ
れ
防
止
、
流
雪

溝
・
側
溝
等
の
溢
水
に
よ
る
浸
水
防

止
、
災
害
救
助
等
、
雪
害
に
関
す
る
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こ
と
は
お
気
軽
に
雪
害
対
策
室
（
市

役
所
．
、
、
階
小
会
議
室
）
倉
し
ー
．
．
．
一

二
内
線
一
、

六
ぺ
番
・
へ
ご
連
絡
ノ
ー
、

だ
さ
い
。

　
な
お
、
異
当
吊
山
蒙
帯
ヨ
竺
ザ
の
場
へ
口
は
、

防
災
会
議
に
諮
り
、
豪
雪
災
害
対
策

本
部
の
設
置
そ
の
他
雪
害
予
防
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

市
道
の
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
・
第
．
．

種
・
第
一
、
、
種
除
雪
と
委
託
除
雪
、
第

一
種
・
第
二
種
圧
雪
路
線
に
区
分
し
、

第
一
種
と
第
二
種
で
総
延
長
、
．
．
卜
．

七
．
謀
。
屑
（
昨
年
柔
り
四
・
七
五
♂

眉
増
）
を
除
雪
＋
ろ
ン
計
画
で
つ

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で

総
勢
、
．
レ
八
名
編
成
　
除
雪
ド
ー
ザ

鋤
、
ゲ
レ
ー
ダ
鋤
、
ロ
ー
ダ
リ
3
の

除
雪
機
械
を
中
心
に
冬
期
交
通
を
確

保
し
ま
す

　
こ
の
ほ
か
、
場
合
に
L
り
て
は
民

間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借
り
あ
げ
、

除
雪
を
進
め
主
す
、

　
ま
た
、
山
問
地
域
で
除
雪
の
で
き

な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
雪
上
車
六

台
に
よ
る
圧
雪
を
は
し
め
、
雪
上
車

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
に
L
り
急
患
輸
送

体
制
に
万
全
を
期
し
ま
す
、

　
な
お
、
豪
雪
の
場
合
は
、
生
活
物

資
の
輸
送
、
鋭
要
幹
線
道
路
の
除
雪

を
重
点
に
進
め
ま
す
、

国
県
道
の
除
雪

　
髭
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
除
雪

機
械
を
十
日
町
市
、
津
南
町
、
中
里

村
、
川
西
町
に
配
置
し
、
総
延
長
二

白
』
．
十
八
キ
。
冒
を
除
雪
し
ま
す
．

懸

噺

輝謙
翁

　
市
－
、
・
は
、
山
間
地
で
冬
期
間
孤
立

状
態
に
な
る
二
十
九
部
落
を
対
象
に

．
．
．
長
人
の
冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
、

　
保
安
要
員
は
、
主
要
生
活
道
路
の

圧
雪
等
に
ょ
る
交
通
確
保
業
務
、
生

活
保
護
世
帯
等
の
屋
根
雪
除
雪
等
、

地
域
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
維
持

向
上
の
た
め
活
躍
し
ま
す
、

保
安
要
員
設
置
集
落
及
び
氏
名

（
津
池
）
小
林
辰
五
郎
（
菅
沼
）
庭
野
熊

蔵
（
大
池
）
高
橋
好
一
郎
（
赤
倉
）
庭
野

重
左
工
門
（
小
貫
）
庭
野
友
治
（
東
枯
木

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委
嘱

又
）
山
田
栄
（
西
枯
木
又
）
春
川
努
（
』
、

ツ
山
）
大
津
文
四
郎
（
上
田
原
）
西
山
勝

枝
（
池
谷
・
人
山
）
曾
根
貢
・
大
島
誠
次

（
般
坂
）
徳
永
芳
広
（
塩
ノ
又
）
林
玉
次

郎
・
桑
原
清
正
（
鉢
一
∴
一
）
尾
身
正
作

（
中
手
）
江
村
武
治
（
中
手
）
尾
身
正
徳

（
名
ヶ
山
）
小
海
友
作
・
小
海
英
郎
（
慶

地
）
小
宮
山
文
．
丁
小
宮
山
弥
（
二
子
）

水
落
敏
夫
・
水
落
正
一
（
願
入
）
水
落

長
作
・
水
落
政
弘
（
塩
野
）
樋
口
互
郎
吉

へ
池
沢
）
樋
巨
、
．
郎
（
鍬
柄
沢
）
桑
原
忍

（
南
雲
）
飯
塚
常
勇
（
珠
川
一
～
四
）
太

田
久
男
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．
鰐
薫
、
撫
灘
辮

路
、
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所

に
駐
車
し
て
い
る
車
を
損
傷
し
た
場
合
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た
費
用
等
は
み

な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点
に
道

路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事

務
所
、
警
察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得
て
、

夜
間
パ
ト
・
ー
ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
で
は
通
年
駐
車
禁
止
区
域
の

ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐
車
禁
止
区
域
を
下
図
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
．
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

水沢駅

とお』艀夢お

完成間近除雪センター
基礎集落圏〔管理棟〕

　去る8月より、 ド島地内の新潟県

除雪センダー脇に建設工事が進めら

れていた十日町市除雪センターがま

｛，なく完成します．同センターは除

雪機械16台を収容する機能を持ち、

完成後は除雪機械び）集中管理を行い

冬期間σ）交通確保（ノ）ための根城とな

り主す．また、同センターび）隣には

基礎集落圏防雪体制整備事業として

管理棟を建設中です．これは、昨年

岩野地内に建設した管理棟にひき続

くイ、び）で、地域住民び）生活道路確保

等び）ために進められているもび）てす。

◆基礎集落圏〔管理棟〕◆

◇構造　鉄骨造一部2階建

◇延　面　積　　258．04㎡

◇総工事費　　2，597万円

◇施　設　車庫・集会室・浴室

　　　　　厨房・事務室

撚鰹総難噸擁撫誘鞭達縁騎
l　　　l希丙駐車禁正区蔵蕗函…嘉…………㎜㎜’
を設置…　　　三坂ト琳　　礪　　　　　　　　　　ぺ箇ト

，観測所，、らi　　　　中、r7「駆］ロロロロE10旧

土市

ll場団地

ロロ

貝
ノ
川

中
条
地
区
公
民
館

栄
橋 越後

交通 十日町駅

◆除雪センター◆
◇構　造　　鉄骨造平屋建

◇延　面　積’　578．24㎡

◇総工事費　　4．192万円

◇機械収容能力　　16台

高島
樽
沢
”

雪小泉
山谷

通年駐車禁止区域

冒固國囲回
お知らせ版を設置i
　ことしも雪と交通のお知らせ版：

を市内3ヵ所に設置し、市民グ）みi

なさんにお知r）せします。　　　　i

　雪に関する情報（林業試験場十：

日町試験地や市立気象観測所から：

収集した降雪量や国県道の交通状i

況飯山線の運行状況、バス路線i
の運行状況など）は、市役所正面i

入ロ、第四銀行前、十日町駅前に：

設置する「雪と交通のお知らせ版」：

で毎日（休日を除く）お知らせしi

ます。　　　　　　　　　　　　　　　1

冬期間駐車禁止区域

□
懸

」
　
し

　　　　　　　　一　　　　　　　　曹　　　　　　　，　　　　　　一　　　　　曹　　　　　一　　　　曹　　　曽　　　響　　　，　　一　　一

（3）

流
雪
溝
の
使
用
は

　
　
　
　
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
盗
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

は
、
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
、

時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
．

　
使
用
上
の
注
意

目
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

水
が
流
れ
て
い
て
も
投
入
し
な
い
．

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

時
間
を
厳
守
し
、
必
要
以
上
に
大
き

な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
ま
た
係
の
指
示
に
従
う
．

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
流
雪
溝
の

フ
タ
を
し
て
、
子
供
の
事
故
等
が
起

き
な
い
よ
う
に
す
る
。

道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
．
特
に
、
除
雪
や
消

　雪害の予防と除雪グ）資料にする

ため、市立気象観測所と林業試験

場十日町試験地及び小泉農業気募

観測所から、降雪量等、毎日収蘇

します。

雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
．
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪

を
お
ろ
す
場
合
は
、
町
内
毎
に
一
斉

に
お
ろ
す
よ
う
日
を
定
め
て
、
土
木

事
務
所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連

絡
を
と
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
雪
は
路
側
へ
積
み
上
け
、

車
道
部
は
二
車
線
ま
た
は
一
車
線
を

必
ず
確
保
し
て
く
だ
さ
い
．

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
壊
す
る
等
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪
お

ろ
し
は
、
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
を
＋

分
注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ

リ
出
し
て
通
行
人
に
危
険
と
な
ら
な

い
よ
う
早
め
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
．

な
だ
れ
事
故
防
止

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
、

危
険
の
場
所
が
あ
る
と
き
は
十
分
注

意
し
、
必
要
に
よ
り
な
だ
れ
危
険
標

識
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
雪
庇
の

排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど
な
だ
れ

事
故
防
止
を
図
る
と
共
に
、
児
童
・

生
徒
の
登
卜
校
時
の
安
全
確
保
に
は

特
段
の
、
．
｝
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
●
6
●
●
O
O
●
◎
●
6
●
り
●
O
●
◎
●
轡
O
●
0
●
●
◎
●
6
●
●
●
●
O
●
●
●
0
●
●
●
●
6
0
蟹
●
●
●
●
●

験
象
集

　
　
又

市立気象観測所

飛
渡
第
一
小
学
校

東
下
組
小
学
校

真
　
田
　
小
　
学
　
校

八
　
箇
　
小
　
学
　
校

馬
場
小
珠
田
分
校

六
箇
小
塩
之
又
分
校

下
　
条
　
中
　
学
　
校

中
　
条
　
中
　
学
　
校

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
　
沢
　
中
　
学
　
校

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校

飛
渡
第
二
小
学
校

飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

野
　
中
　
小
　
学
　
校

大
　
池
　
小
　
学
　
校
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真
冬
に
向
け
て
、
備
え
は
万
全
で
す
か
　
　
　
　
。

今
年
は
一
月
末
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
豪
雪
に
よ
り
、
市
民
生
活
は

大
き
く
乱
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
の
北
陸
地
方
三
ヵ
月
予
報
に
よ
る
と
、
十

二
月
後
半
に
は
季
節
風
が
強
ま
り
雪
が
降
り
や
す
く
、
一
月
後
半
か

ら
二
月
に
か
け
て
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
雪
が
降
り
や
す
い
と

の
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
雪
害
対
策
室
を
設
け
、
市
民
生
活
の

安
全
と
交
通
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〃
ψ

　
　
　
　
8霞”を

　
市
で
は
、
道
路
交
通
の
確
保
、
な

た
れ
に
ょ
る
事
故
の
防
止
、
そ
の
他

雪
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を

図
る
た
め
、
十
二
月
】
日
か
ら
市
役

所
内
に
雪
害
対
策
幹
事
会
及
び
雪
害

対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
．

　
雪
害
対
策
室
は
、
総
勢
四
十
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　
国
導
L
榊

が
除
雪
班
と
庶
務
班
に
分
か
れ
、
雪

害
発
生
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で
の

期
問
、
雪
害
及
び
除
雪
に
関
す
る
す

べ
て
の
事
項
を
処
理
し
ま
す
．

　
道
路
除
雪
、
な
だ
れ
防
止
、
流
雪

溝
・
側
溝
等
の
溢
水
に
よ
る
浸
水
防

止
、
災
害
救
助
等
、
雪
害
に
関
す
る

レ日町小

市民体育館

□

口
十
日町
　
中

理圃

十日町市除雪計画路線略図
中条島　　　　　八幡　　　　

十日町駅

十日町

病院
後
通
越
交

需夏［zセンタ「↓

　　　　1’日町橋　　　　と畜場

←ド条

　
地
館

口
姦
　
中
区

Eコ国県道除雪路線

□第1種除雪路線

§第2種除雪路線

こ
と
は
お
気
軽
に
雪
害
対
策
室
（
市

役
所
．
、
、
階
小
会
議
室
）
倉
し
ー
．
．
．
一

二
内
線
一
、

六
ぺ
番
・
へ
ご
連
絡
ノ
ー
、

だ
さ
い
。

　
な
お
、
異
当
吊
山
蒙
帯
ヨ
竺
ザ
の
場
へ
口
は
、

防
災
会
議
に
諮
り
、
豪
雪
災
害
対
策

本
部
の
設
置
そ
の
他
雪
害
予
防
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

市
道
の
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
・
第
．
．

種
・
第
一
、
、
種
除
雪
と
委
託
除
雪
、
第

一
種
・
第
二
種
圧
雪
路
線
に
区
分
し
、

第
一
種
と
第
二
種
で
総
延
長
、
．
．
卜
．

七
．
謀
。
屑
（
昨
年
柔
り
四
・
七
五
♂

眉
増
）
を
除
雪
＋
ろ
ン
計
画
で
つ

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で

総
勢
、
．
レ
八
名
編
成
　
除
雪
ド
ー
ザ

鋤
、
ゲ
レ
ー
ダ
鋤
、
ロ
ー
ダ
リ
3
の

除
雪
機
械
を
中
心
に
冬
期
交
通
を
確

保
し
ま
す

　
こ
の
ほ
か
、
場
合
に
L
り
て
は
民

間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借
り
あ
げ
、

除
雪
を
進
め
主
す
、

　
ま
た
、
山
問
地
域
で
除
雪
の
で
き

な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
雪
上
車
六

台
に
よ
る
圧
雪
を
は
し
め
、
雪
上
車

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
に
L
り
急
患
輸
送

体
制
に
万
全
を
期
し
ま
す
、

　
な
お
、
豪
雪
の
場
合
は
、
生
活
物

資
の
輸
送
、
鋭
要
幹
線
道
路
の
除
雪

を
重
点
に
進
め
ま
す
、

国
県
道
の
除
雪

　
髭
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
除
雪

機
械
を
十
日
町
市
、
津
南
町
、
中
里

村
、
川
西
町
に
配
置
し
、
総
延
長
二

白
』
．
十
八
キ
。
冒
を
除
雪
し
ま
す
．

懸

噺

輝謙
翁

　
市
－
、
・
は
、
山
間
地
で
冬
期
間
孤
立

状
態
に
な
る
二
十
九
部
落
を
対
象
に

．
．
．
長
人
の
冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
、

　
保
安
要
員
は
、
主
要
生
活
道
路
の

圧
雪
等
に
ょ
る
交
通
確
保
業
務
、
生

活
保
護
世
帯
等
の
屋
根
雪
除
雪
等
、

地
域
住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
維
持

向
上
の
た
め
活
躍
し
ま
す
、

保
安
要
員
設
置
集
落
及
び
氏
名

（
津
池
）
小
林
辰
五
郎
（
菅
沼
）
庭
野
熊

蔵
（
大
池
）
高
橋
好
一
郎
（
赤
倉
）
庭
野

重
左
工
門
（
小
貫
）
庭
野
友
治
（
東
枯
木

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委
嘱

又
）
山
田
栄
（
西
枯
木
又
）
春
川
努
（
』
、

ツ
山
）
大
津
文
四
郎
（
上
田
原
）
西
山
勝

枝
（
池
谷
・
人
山
）
曾
根
貢
・
大
島
誠
次

（
般
坂
）
徳
永
芳
広
（
塩
ノ
又
）
林
玉
次

郎
・
桑
原
清
正
（
鉢
一
∴
一
）
尾
身
正
作

（
中
手
）
江
村
武
治
（
中
手
）
尾
身
正
徳

（
名
ヶ
山
）
小
海
友
作
・
小
海
英
郎
（
慶

地
）
小
宮
山
文
．
丁
小
宮
山
弥
（
二
子
）

水
落
敏
夫
・
水
落
正
一
（
願
入
）
水
落

長
作
・
水
落
政
弘
（
塩
野
）
樋
口
互
郎
吉

へ
池
沢
）
樋
巨
、
．
郎
（
鍬
柄
沢
）
桑
原
忍

（
南
雲
）
飯
塚
常
勇
（
珠
川
一
～
四
）
太

田
久
男
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．
鰐
薫
、
撫
灘
辮

路
、
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所

に
駐
車
し
て
い
る
車
を
損
傷
し
た
場
合
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た
費
用
等
は
み

な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点
に
道

路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事

務
所
、
警
察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得
て
、

夜
間
パ
ト
・
ー
ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
で
は
通
年
駐
車
禁
止
区
域
の

ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐
車
禁
止
区
域
を
下
図
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
．
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

水沢駅

とお』艀夢お

完成間近除雪センター
基礎集落圏〔管理棟〕

　去る8月より、 ド島地内の新潟県

除雪センダー脇に建設工事が進めら

れていた十日町市除雪センターがま

｛，なく完成します．同センターは除

雪機械16台を収容する機能を持ち、

完成後は除雪機械び）集中管理を行い

冬期間σ）交通確保（ノ）ための根城とな

り主す．また、同センターび）隣には

基礎集落圏防雪体制整備事業として

管理棟を建設中です．これは、昨年

岩野地内に建設した管理棟にひき続

くイ、び）で、地域住民び）生活道路確保

等び）ために進められているもび）てす。

◆基礎集落圏〔管理棟〕◆

◇構造　鉄骨造一部2階建

◇延　面　積　　258．04㎡

◇総工事費　　2，597万円

◇施　設　車庫・集会室・浴室

　　　　　厨房・事務室

撚鰹総難噸擁撫誘鞭達縁騎
l　　　l希丙駐車禁正区蔵蕗函…嘉…………㎜㎜’
を設置…　　　三坂ト琳　　礪　　　　　　　　　　ぺ箇ト

，観測所，、らi　　　　中、r7「駆］ロロロロE10旧

土市

ll場団地

ロロ

貝
ノ
川

中
条
地
区
公
民
館

栄
橋 越後

交通 十日町駅

◆除雪センター◆
◇構　造　　鉄骨造平屋建

◇延　面　積’　578．24㎡

◇総工事費　　4．192万円

◇機械収容能力　　16台

高島
樽
沢
”

雪小泉
山谷

通年駐車禁止区域

冒固國囲回
お知らせ版を設置i
　ことしも雪と交通のお知らせ版：

を市内3ヵ所に設置し、市民グ）みi

なさんにお知r）せします。　　　　i

　雪に関する情報（林業試験場十：

日町試験地や市立気象観測所から：

収集した降雪量や国県道の交通状i

況飯山線の運行状況、バス路線i
の運行状況など）は、市役所正面i

入ロ、第四銀行前、十日町駅前に：

設置する「雪と交通のお知らせ版」：

で毎日（休日を除く）お知らせしi

ます。　　　　　　　　　　　　　　　1

冬期間駐車禁止区域

□
懸

」
　
し

　　　　　　　　一　　　　　　　　曹　　　　　　　，　　　　　　一　　　　　曹　　　　　一　　　　曹　　　曽　　　響　　　，　　一　　一

（3）

流
雪
溝
の
使
用
は

　
　
　
　
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
盗
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

は
、
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
、

時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
．

　
使
用
上
の
注
意

目
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

水
が
流
れ
て
い
て
も
投
入
し
な
い
．

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

時
間
を
厳
守
し
、
必
要
以
上
に
大
き

な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
ま
た
係
の
指
示
に
従
う
．

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
流
雪
溝
の

フ
タ
を
し
て
、
子
供
の
事
故
等
が
起

き
な
い
よ
う
に
す
る
。

道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
．
特
に
、
除
雪
や
消

　雪害の予防と除雪グ）資料にする

ため、市立気象観測所と林業試験

場十日町試験地及び小泉農業気募

観測所から、降雪量等、毎日収蘇

します。

雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
．
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪

を
お
ろ
す
場
合
は
、
町
内
毎
に
一
斉

に
お
ろ
す
よ
う
日
を
定
め
て
、
土
木

事
務
所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連

絡
を
と
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
雪
は
路
側
へ
積
み
上
け
、

車
道
部
は
二
車
線
ま
た
は
一
車
線
を

必
ず
確
保
し
て
く
だ
さ
い
．

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
壊
す
る
等
の

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪
お

ろ
し
は
、
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
を
＋

分
注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ

リ
出
し
て
通
行
人
に
危
険
と
な
ら
な

い
よ
う
早
め
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
．

な
だ
れ
事
故
防
止

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
、

危
険
の
場
所
が
あ
る
と
き
は
十
分
注

意
し
、
必
要
に
よ
り
な
だ
れ
危
険
標

識
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
雪
庇
の

排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど
な
だ
れ

事
故
防
止
を
図
る
と
共
に
、
児
童
・

生
徒
の
登
卜
校
時
の
安
全
確
保
に
は

特
段
の
、
．
｝
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
●
6
●
●
O
O
●
◎
●
6
●
り
●
O
●
◎
●
轡
O
●
0
●
●
◎
●
6
●
●
●
●
O
●
●
●
0
●
●
●
●
6
0
蟹
●
●
●
●
●

験
象
集

　
　
又

市立気象観測所

飛
渡
第
一
小
学
校

東
下
組
小
学
校

真
　
田
　
小
　
学
　
校

八
　
箇
　
小
　
学
　
校

馬
場
小
珠
田
分
校

六
箇
小
塩
之
又
分
校

下
　
条
　
中
　
学
　
校

中
　
条
　
中
　
学
　
校

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
　
沢
　
中
　
学
　
校

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校

飛
渡
第
二
小
学
校

飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

野
　
中
　
小
　
学
　
校

大
　
池
　
小
　
学
　
校



嶋
N
へ

（4）
とおガ夢お第3種郵便物認可）昭和53年12月10日

㎝

錯年家年　年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
の
吹
く
日

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
の
使

用
も
グ
ン
と
増
え
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
正

月
と
飲
酒
や
外
出
の
機
会
が
増
え
、
火
に
対
す
る
注
意
が
や
や

も
す
る
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
火
災
の
発
生
予
防
と
我
が
家
の
防
火
対
策
を
、
も
う
一
度
点

qpqp

検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
は
無
残
で
す
。
と
り
わ
け
、

冬
期
間
の
火
災
は
非
惨
で
す
．

　
今
年
の
十
日
町
地
域
消
防
署
管
内

の
火
災
発
生
状
況
で
は
、
十
一
月
末

ま
で
で
四
十
四
件
発
生
し
、
昨
年
一

年
間
の
火
災
発
生
件
数
二
十
八
件
を

す
で
に
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

十日町地域の
火災発生比較

慧喰

◎52年（年問）

　　28件
◎53年（11月30日）

　　44件

勤南

uつq口c＊Q¢一⊃c＊コー

　　　　繋噸

　　　　　餐

　　　　　川西町

獅難　　4
　鋒　　津南町

　　　　6ノ

　
十
日
町
市
で
は
、
昨
年
レ
七
件
だ

っ
た
も
の
が
、
今
年
は
、
も
う
、
二

卜
五
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
．
被
害

額
も
、
千
九
自
四
十
万
円
だ
っ
た
も

の
が
、
二
千
五
百
四
十
万
円
と
、
六

百
万
円
も
増
え
て
い
る
の
で
す
．
今

年
の
火
災
の
特
徴
は
、
建
物
火
災
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

の
中
で
も
全
焼
火
災
が
七
件
あ
り
ま

す
。

出
火
　
原
　
因

中里村1

（
十
一
月
三
十
日
現
在
）

や嚢報

　4

天ぷら油　　＼

ガス石油関係

繭
具
器
熱
3

気
過

電

計
5
合
2

弄火

たき火　　　　　　不明

　3　　　　　　　　　　3
　　　たばこ風呂釜

　　　　2　　　3

　
尊
い
生
命
や
財
産
を
一
瞬
の
う
ち

に
灰
に
し
て
し
ま
う
火
災
を
防
止
す

る
た
め
に
家
庭
や
職
場
で
次
の
こ
と

を
・
b
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
の
注
意
事
項

★
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。

★
幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法

を
考
え
て
お
き
ま
し
L
う
。

★
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

★
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
よ
う
．

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

★
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任

を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し

ま
し
よ
う
。

　
・
水
番
け
　
　
が
支
　
　
慮

い
道
非
な
　
線
に
　
遠
．

さ
水
や
し
　
回
動
ご

　
　
、
団
を
　
　
話
活
　
　
け

だ
場
防
絡
　
電
火
　
だ

く
現
消
連
　
　
、
消
　
　
る

慮
綴
急
繁
鷲

遠
は
じ
に
　
が
れ
。

♂
』
で
は
急
　
せ
と
す
は

■
ま
署
を
緊
　
合
が
ま
せ

f
防
署
ど
　
問
絡
り
合

せ
消
察
な
ら
連
あ
問

わ
と
警
集
・
か
な
も
話

合
柘
颪
鰯
筋
額
ユ
傭

悶
生
役
員
ま
般
、
す
際
。

榊
詰
溌
市
署
り
一
り
た
の
い

電
鋤
泓
滞
融
關
翻
腱
蝦
儲

●
火
源
の
れ
　
ふ
障
　
く

　在現日0　月11　況状生発災火の年今★
一
日
一
回
は
、
防
火
に
つ
い
て
反

省
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
で
の
注
意
事
項

★
職
場
ぐ
る
み
で
、
消
火
、
通
報
、

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
柔
う
。

★
消
防
用
設
備
を
点
検
し
、
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。

★
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

★
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防

月　　日 場　　所 全・半焼の別 出火原因
2月ロ日 中条中町 半　焼 不　　明
2月18日 関　　根 全　焼 残　　火

3月8日 川治下町 全　焼 残　　火
6月2日 中条島 全　焼 石油釜過熱
7月6日 小　　泉 半　焼 たき火
g月13日 三ツ山 全　焼 ラジオ過熱
g月28日 板　　橋 全　焼
10月16日 稲子平 全　焼 取　　灰
H月旧日 下条4 全　焼 弄　　火

火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●119番のかけ方

青電話…①受話器をあげて1ig番の専用ダイヤ

ルをまわします。

②前面に緊急用通話の赤ボダン（プラスチック

カバー付）がー）いているものはカバーを破’・て

赤ボタンを押しダイヤルをまわす．

赤電話、ピンク電話…電話の管理者（店の人）

にたび）んでカギを切り替えてもらってから119

番をする。

加入電言舌…受話器をあげて119番をかける。

夜
間
非
常
召
集
訓
練

莚非常時にそなえて
　化学消防車　　1台

　救　急　車　　4台

◎特殊機械器具

　万能切断機・発電発

　動機・エアーツール・

　救助マツトなど

◎市消防団員

　　18個分団　1407人

◎広域消防職員　73人

◎消防自動車

　ボンブ自動車　5台

　はしご車　　　1台

模
索
救
助
訓
練

　
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
そ
な
え
て
、
十
一
月
二
十
七
目
、

夜
間
非
常
召
集
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
訓
練
は
、
事
前
に
職
員
に
は
知

ら
さ
れ
ず
に
、
．
午
後
十
時
三
十
分
、

災
害
発
生
、
職
員
は
直
ち
に
指
定
し

た
消
防
署
、
分
遣
所
に
参
集
せ
よ
〃

と
の
指
令
で
始
め
ら
れ
、
勤
務
中
の

職
員
を
除
く
四
レ
九
名
を
全
員
電
話

で
非
常
召
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

五
分
　
四
人
、
十
分
　
八
人
、
十
五

分
　
十
五
人
、
二
十
分
で
は
ほ
と
ん

ど
全
員
が
参
集
し
、
平
均
集
合
時
間

は
、
わ
ず
か
十
二
分
間
で
し
た
。

　十日町消防本部では、毎週火・水・

金の午後は訓練日です。11月29日困、

第二小隊では模索救助訓練です。この

訓練は、トンネルにとじこめビ）れた

i）、火災で煙や有毒ガスがまん延して

視界がきかなくなつたりした時の人命

救助を想定しておこなオ）れたものです、

圧縮空気ボンベを背負一・て、目かくし

をして、隊員は真剣です。

◎
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※事故を呼ぶ飲酒蓮転・雪の道糸　
　
諮
　
料

交
通
事
故
の
相
談
は

　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に

　
交
通
事
故
に
つ
い
て
の
相
談
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
．

　
自
動
車
事
故
件
数
は
年
々
減
少
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
日
常
、
保
険

に
な
じ
み
の
少
な
い
人
が
被
、
加
害

者
の
立
場
と
な
っ
た
時
と
か
く
や
っ

か
い
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
各

種
保
険
に
っ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
相
談
日
も
あ
り
ま
す
。

◎
相
談
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
ま
で

　
土
曜
日
は
正
午
ま
で

◎
弁
護
士
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

　
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
、

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
ダ
ー

　
（
新
潟
市
東
大
通
一
丁
目
二
番
三

　
十
号
住
友
生
命
新
潟
ビ
ル
九
階
）

　
盈
新
潟
四
。
．
．
i
O
八
．
一
四

職
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま
澱

購
で
線
肇
範
縫
き
き
月
で
臨

燃
鷲
鰭
難
鱗
撒
難
臨

∞∞
雛
霧
講
鷺
机
墾
、
灘

◎
今
年
の
運
動
の
重
点
は

一
、
飲
酒
運
転
の
追
放

二
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

一
．
一
、
夜
間
事
故
の
防
止

四
、
踏
切
事
故
の
防
止

五
、
違
法
駐
車
の
排
除
　
で
す
．

　
「
飲
酒
運
転
の
追
放
」
で
は
、
仔

家
庭
で
の
飲
酒
運
転
追
放
意
識
の
高

揚
　
回
、
使
用
者
、
管
理
者
等
に
よ

る
運
転
者
指
導
の
強
化
　
内
飲
食
店

組
合
な
ど
に
協
力
依
頼
、
↑
指
導
取

締
り
の
強
化
を
あ
げ
て
い
ま
す
．

　
「
ス
リ
ツ
プ
事
故
の
防
止
」
で
は
、

　
○
・
・
l
l
◎
・

　
　
　
　
イ
な
　
　
沢
川
交

　
　
　
　
バ
に
　
　
条
（
の

　
　
が
白
贈
　
中
巨
区

　
　
会
・
寄
　
ー
庭
地

髭
雛
脚
酪

寄
闘
簾
醐
慰

台
済
組
市
　
通
大
き

　
　
共
同
￥
　
交
、
引

6
命
協
が
　
速
）
こ

イ
駿
儲
論
難

　
マ
　
　
共
当
　
イ
　
の
し

ノ
　
命
相
　
く
沢
　
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
中
）
星

白
盤
舶
天
灘

　
　
　
　
ど
0
7
。
台
条
（
止

　
　
　
　
ほ
」
た
6
下
場
防

　
　
　
　
の
㏄
し
の
ー
馬
故

　
　
　
　
こ
2
5
ま
こ
田
L
事

　
　
　
　
　
q
リ
　
　
藤
治
通

l
　
l
　
l
　
l
　
，
畠
■
▼
1
・
l
l
l
l
聖
盈
■
▼
　
1
　
0
1
・
◎

イ
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
の
装

着
、
ス
コ
ッ
プ
、
砂
袋
等
の
携
帯
の

指
導
強
化
　
回
ス
ピ
ー
ド
の
一
割
ダ

ウ
ン
と
車
間
距
離
の
保
持
の
呼
び
か

け
、
＠
薬
剤
、
砂
等
で
の
す
べ
り
止

防
止
対
策
の
推
進
　
目
歩
道
、
通
学

路
の
安
全
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

　
「
夜
間
事
故
の
防
止
」
で
は
、
仔
夜

間
事
故
多
発
地
点
で
の
安
全
施
設
の

点
検
　
回
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

に
明
る
い
衣
服
の
着
用
と
反
射
機
の

活
用
の
指
導
を
し
、
老
人
に
は
夜
間

の
外
出
の
自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
1

す
。
「
踏
切
事
故
防
止
」
で
は
、
ω

踏
切
周
辺
の
除
雪
、
凍
結
防
止
、
警

戒
標
式
の
点
検
整
備
　
回
一
時
停
止

と
安
全
確
認
の
徹
底
　
⑲
踏
切
支
障

時
の
非
常
信
号
、
緊
急
脱
出
等
の
緊

急
措
置
の
周
知
を
は
か
り
ま
す
．

　
「
違
法
駐
車
の
排
除
」
で
は
、
降
雪

時
の
違
法
駐
車
は
、
道
路
除
雪
作
業

に
支
障
を
き
た
す
の
で
違
法
駐
車
の

徹
底
排
除
と
、
不
用
不
急
の
自
動
車

使
用
の
自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

新
有
権
堵
訓
到
ン

　
　
　
感
想
文
募
集
藩

　
　
　
　
　
◆
選
挙
管
理
委
員
会
◆

　
自
治
省
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
新
有
権

者
と
し
て
の
感
想
や
、
選
挙
を
経
験

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
地
方
自
治
や

国
政
に
参
加
し
て
の
感
想
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
昭
和
』
一
十
三
年
一
月
一

鵬鵬 窺
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
イ

々つしレつ〔4つし◆つ口つし←つ⊆」レ〕し◆つしレつし◆つし○つし◆つししつし◆つしレつしレつしレつG々つ“つしゆつψつ砂つし尋・つく冷つし◆つ

鰹≦蒸。，，　　　　　匡日
頃
か
ら
き
れ
い
な
選
挙
を
沁
が
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
を
よ
除
　
、
の
い

　
　
　
罪
霧
辞
磐

　
　
　
反
な
湯
菓
た
の
か

　
　
　
違
揺
桝
脚
島
淀
P

目
か
ら
三
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

字
数
　
二
千
字
以
内

締
切
　
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日

応
募
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

審
査
　
地
方
審
査
（
都
道
府
県
単
位
）

と
中
央
審
査
を
行
う
。

入
選
発
表
　
五
十
四
年
三
月
下
旬
に

本
人
に
通
知

賞
　
最
優
秀
賞
　
一
篇
　
五
万
円

　
　
入
賞
　
　
　
五
篇
　
一
．
一
万
円

　
　
佳
作
　
　
若
干
名
　
　
一
万
円

応
募
上
の
注
意
　
O
D
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
を
つ
け
る
）
性
別
、
生
年
月

日
及
び
職
業
を
原
稿
の
末
尾
に

ω
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

⑥
原
稿
は
返
却
し
な
い
．

働
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

㈲
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
、
広
報
紙
な
ど
）
を
記
入
。

　
詳
細
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
8

七
－
三
二
一
内
線
二
二
一
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
、
給
の
　
手
待
い
な
　
粥

　
り
支
下
　
相
接
つ
と
　
粥

　
た
を
以
　

、
応
に
反
　
鵬

）
し
当
円
）
は
供
待
違
　
伽

灘
蕩
鵜
解
駕
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻

　
飲
制
鋼
　
　
罪
　
　
　
　
　
　
鵬

・
て
に
禁
・
反
し
与
あ
轍

　
反
務
下
ま
止
収
　
束
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粥

て
に
犀
ら
供
与
き
や
　

っ
止
員
2
せ
提
供
と
み
・
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

に
の
運
人
に
食
そ
じ
申
せ
ゆ

ユ
こ
穫
強
忽
鷲
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錯年家年　年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
の
吹
く
日

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
の
使

用
も
グ
ン
と
増
え
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
正

月
と
飲
酒
や
外
出
の
機
会
が
増
え
、
火
に
対
す
る
注
意
が
や
や

も
す
る
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
火
災
の
発
生
予
防
と
我
が
家
の
防
火
対
策
を
、
も
う
一
度
点

qpqp

検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
は
無
残
で
す
。
と
り
わ
け
、

冬
期
間
の
火
災
は
非
惨
で
す
．

　
今
年
の
十
日
町
地
域
消
防
署
管
内

の
火
災
発
生
状
況
で
は
、
十
一
月
末

ま
で
で
四
十
四
件
発
生
し
、
昨
年
一

年
間
の
火
災
発
生
件
数
二
十
八
件
を

す
で
に
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

十日町地域の
火災発生比較

慧喰

◎52年（年問）

　　28件
◎53年（11月30日）

　　44件

勤南

uつq口c＊Q¢一⊃c＊コー

　　　　繋噸

　　　　　餐

　　　　　川西町

獅難　　4
　鋒　　津南町

　　　　6ノ

　
十
日
町
市
で
は
、
昨
年
レ
七
件
だ

っ
た
も
の
が
、
今
年
は
、
も
う
、
二

卜
五
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
．
被
害

額
も
、
千
九
自
四
十
万
円
だ
っ
た
も

の
が
、
二
千
五
百
四
十
万
円
と
、
六

百
万
円
も
増
え
て
い
る
の
で
す
．
今

年
の
火
災
の
特
徴
は
、
建
物
火
災
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

の
中
で
も
全
焼
火
災
が
七
件
あ
り
ま

す
。

出
火
　
原
　
因

中里村1

（
十
一
月
三
十
日
現
在
）

や嚢報

　4

天ぷら油　　＼

ガス石油関係

繭
具
器
熱
3

気
過

電

計
5
合
2

弄火

たき火　　　　　　不明

　3　　　　　　　　　　3
　　　たばこ風呂釜

　　　　2　　　3

　
尊
い
生
命
や
財
産
を
一
瞬
の
う
ち

に
灰
に
し
て
し
ま
う
火
災
を
防
止
す

る
た
め
に
家
庭
や
職
場
で
次
の
こ
と

を
・
b
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
の
注
意
事
項

★
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。

★
幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法

を
考
え
て
お
き
ま
し
L
う
。

★
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

★
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
よ
う
．

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

★
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任

を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し

ま
し
よ
う
。

　
・
水
番
け
　
　
が
支
　
　
慮

い
道
非
な
　
線
に
　
遠
．

さ
水
や
し
　
回
動
ご

　
　
、
団
を
　
　
話
活
　
　
け

だ
場
防
絡
　
電
火
　
だ

く
現
消
連
　
　
、
消
　
　
る

慮
綴
急
繁
鷲

遠
は
じ
に
　
が
れ
。

♂
』
で
は
急
　
せ
と
す
は

■
ま
署
を
緊
　
合
が
ま
せ

f
防
署
ど
　
問
絡
り
合

せ
消
察
な
ら
連
あ
問

わ
と
警
集
・
か
な
も
話

合
柘
颪
鰯
筋
額
ユ
傭

悶
生
役
員
ま
般
、
す
際
。

榊
詰
溌
市
署
り
一
り
た
の
い

電
鋤
泓
滞
融
關
翻
腱
蝦
儲

●
火
源
の
れ
　
ふ
障
　
く

　在現日0　月11　況状生発災火の年今★
一
日
一
回
は
、
防
火
に
つ
い
て
反

省
し
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
で
の
注
意
事
項

★
職
場
ぐ
る
み
で
、
消
火
、
通
報
、

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
柔
う
。

★
消
防
用
設
備
を
点
検
し
、
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。

★
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

★
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防

月　　日 場　　所 全・半焼の別 出火原因
2月ロ日 中条中町 半　焼 不　　明
2月18日 関　　根 全　焼 残　　火

3月8日 川治下町 全　焼 残　　火
6月2日 中条島 全　焼 石油釜過熱
7月6日 小　　泉 半　焼 たき火
g月13日 三ツ山 全　焼 ラジオ過熱
g月28日 板　　橋 全　焼
10月16日 稲子平 全　焼 取　　灰
H月旧日 下条4 全　焼 弄　　火

火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●119番のかけ方

青電話…①受話器をあげて1ig番の専用ダイヤ

ルをまわします。

②前面に緊急用通話の赤ボダン（プラスチック

カバー付）がー）いているものはカバーを破’・て

赤ボタンを押しダイヤルをまわす．

赤電話、ピンク電話…電話の管理者（店の人）

にたび）んでカギを切り替えてもらってから119

番をする。

加入電言舌…受話器をあげて119番をかける。

夜
間
非
常
召
集
訓
練

莚非常時にそなえて
　化学消防車　　1台

　救　急　車　　4台

◎特殊機械器具

　万能切断機・発電発

　動機・エアーツール・

　救助マツトなど

◎市消防団員

　　18個分団　1407人

◎広域消防職員　73人

◎消防自動車

　ボンブ自動車　5台

　はしご車　　　1台

模
索
救
助
訓
練

　
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
そ
な
え
て
、
十
一
月
二
十
七
目
、

夜
間
非
常
召
集
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
訓
練
は
、
事
前
に
職
員
に
は
知

ら
さ
れ
ず
に
、
．
午
後
十
時
三
十
分
、

災
害
発
生
、
職
員
は
直
ち
に
指
定
し

た
消
防
署
、
分
遣
所
に
参
集
せ
よ
〃

と
の
指
令
で
始
め
ら
れ
、
勤
務
中
の

職
員
を
除
く
四
レ
九
名
を
全
員
電
話

で
非
常
召
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

五
分
　
四
人
、
十
分
　
八
人
、
十
五

分
　
十
五
人
、
二
十
分
で
は
ほ
と
ん

ど
全
員
が
参
集
し
、
平
均
集
合
時
間

は
、
わ
ず
か
十
二
分
間
で
し
た
。

　十日町消防本部では、毎週火・水・

金の午後は訓練日です。11月29日困、

第二小隊では模索救助訓練です。この

訓練は、トンネルにとじこめビ）れた

i）、火災で煙や有毒ガスがまん延して

視界がきかなくなつたりした時の人命

救助を想定しておこなオ）れたものです、

圧縮空気ボンベを背負一・て、目かくし

をして、隊員は真剣です。

◎
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※事故を呼ぶ飲酒蓮転・雪の道糸　
　
諮
　
料

交
通
事
故
の
相
談
は

　
　
　
　
　
　
お
気
軽
に

　
交
通
事
故
に
つ
い
て
の
相
談
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
．

　
自
動
車
事
故
件
数
は
年
々
減
少
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
日
常
、
保
険

に
な
じ
み
の
少
な
い
人
が
被
、
加
害

者
の
立
場
と
な
っ
た
時
と
か
く
や
っ

か
い
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
各

種
保
険
に
っ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
相
談
日
も
あ
り
ま
す
。

◎
相
談
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
ま
で

　
土
曜
日
は
正
午
ま
で

◎
弁
護
士
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

　
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
、

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
ダ
ー

　
（
新
潟
市
東
大
通
一
丁
目
二
番
三

　
十
号
住
友
生
命
新
潟
ビ
ル
九
階
）

　
盈
新
潟
四
。
．
．
i
O
八
．
一
四

職
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま
澱

購
で
線
肇
範
縫
き
き
月
で
臨

燃
鷲
鰭
難
鱗
撒
難
臨

∞∞
雛
霧
講
鷺
机
墾
、
灘

◎
今
年
の
運
動
の
重
点
は

一
、
飲
酒
運
転
の
追
放

二
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

一
．
一
、
夜
間
事
故
の
防
止

四
、
踏
切
事
故
の
防
止

五
、
違
法
駐
車
の
排
除
　
で
す
．

　
「
飲
酒
運
転
の
追
放
」
で
は
、
仔

家
庭
で
の
飲
酒
運
転
追
放
意
識
の
高

揚
　
回
、
使
用
者
、
管
理
者
等
に
よ

る
運
転
者
指
導
の
強
化
　
内
飲
食
店

組
合
な
ど
に
協
力
依
頼
、
↑
指
導
取

締
り
の
強
化
を
あ
げ
て
い
ま
す
．

　
「
ス
リ
ツ
プ
事
故
の
防
止
」
で
は
、

　
○
・
・
l
l
◎
・

　
　
　
　
イ
な
　
　
沢
川
交

　
　
　
　
バ
に
　
　
条
（
の

　
　
が
白
贈
　
中
巨
区

　
　
会
・
寄
　
ー
庭
地

髭
雛
脚
酪

寄
闘
簾
醐
慰

台
済
組
市
　
通
大
き

　
　
共
同
￥
　
交
、
引

6
命
協
が
　
速
）
こ

イ
駿
儲
論
難

　
マ
　
　
共
当
　
イ
　
の
し

ノ
　
命
相
　
く
沢
　
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
中
）
星

白
盤
舶
天
灘

　
　
　
　
ど
0
7
。
台
条
（
止

　
　
　
　
ほ
」
た
6
下
場
防

　
　
　
　
の
㏄
し
の
ー
馬
故

　
　
　
　
こ
2
5
ま
こ
田
L
事

　
　
　
　
　
q
リ
　
　
藤
治
通

l
　
l
　
l
　
l
　
，
畠
■
▼
1
・
l
l
l
l
聖
盈
■
▼
　
1
　
0
1
・
◎

イ
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
の
装

着
、
ス
コ
ッ
プ
、
砂
袋
等
の
携
帯
の

指
導
強
化
　
回
ス
ピ
ー
ド
の
一
割
ダ

ウ
ン
と
車
間
距
離
の
保
持
の
呼
び
か

け
、
＠
薬
剤
、
砂
等
で
の
す
べ
り
止

防
止
対
策
の
推
進
　
目
歩
道
、
通
学

路
の
安
全
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

　
「
夜
間
事
故
の
防
止
」
で
は
、
仔
夜

間
事
故
多
発
地
点
で
の
安
全
施
設
の

点
検
　
回
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

に
明
る
い
衣
服
の
着
用
と
反
射
機
の

活
用
の
指
導
を
し
、
老
人
に
は
夜
間

の
外
出
の
自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
1

す
。
「
踏
切
事
故
防
止
」
で
は
、
ω

踏
切
周
辺
の
除
雪
、
凍
結
防
止
、
警

戒
標
式
の
点
検
整
備
　
回
一
時
停
止

と
安
全
確
認
の
徹
底
　
⑲
踏
切
支
障

時
の
非
常
信
号
、
緊
急
脱
出
等
の
緊

急
措
置
の
周
知
を
は
か
り
ま
す
．

　
「
違
法
駐
車
の
排
除
」
で
は
、
降
雪

時
の
違
法
駐
車
は
、
道
路
除
雪
作
業

に
支
障
を
き
た
す
の
で
違
法
駐
車
の

徹
底
排
除
と
、
不
用
不
急
の
自
動
車

使
用
の
自
粛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

新
有
権
堵
訓
到
ン

　
　
　
感
想
文
募
集
藩

　
　
　
　
　
◆
選
挙
管
理
委
員
会
◆

　
自
治
省
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
新
有
権

者
と
し
て
の
感
想
や
、
選
挙
を
経
験

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
地
方
自
治
や

国
政
に
参
加
し
て
の
感
想
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
昭
和
』
一
十
三
年
一
月
一

鵬鵬 窺
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
イ

々つしレつ〔4つし◆つ口つし←つ⊆」レ〕し◆つしレつし◆つし○つし◆つししつし◆つしレつしレつしレつG々つ“つしゆつψつ砂つし尋・つく冷つし◆つ

鰹≦蒸。，，　　　　　匡日
頃
か
ら
き
れ
い
な
選
挙
を
沁
が
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
を
よ
除
　
、
の
い

　
　
　
罪
霧
辞
磐

　
　
　
反
な
湯
菓
た
の
か

　
　
　
違
揺
桝
脚
島
淀
P

目
か
ら
三
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

字
数
　
二
千
字
以
内

締
切
　
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日

応
募
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

審
査
　
地
方
審
査
（
都
道
府
県
単
位
）

と
中
央
審
査
を
行
う
。

入
選
発
表
　
五
十
四
年
三
月
下
旬
に

本
人
に
通
知

賞
　
最
優
秀
賞
　
一
篇
　
五
万
円

　
　
入
賞
　
　
　
五
篇
　
一
．
一
万
円

　
　
佳
作
　
　
若
干
名
　
　
一
万
円

応
募
上
の
注
意
　
O
D
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
を
つ
け
る
）
性
別
、
生
年
月

日
及
び
職
業
を
原
稿
の
末
尾
に

ω
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

⑥
原
稿
は
返
却
し
な
い
．

働
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

㈲
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
、
広
報
紙
な
ど
）
を
記
入
。

　
詳
細
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
8

七
－
三
二
一
内
線
二
二
一
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
、
給
の
　
手
待
い
な
　
粥

　
り
支
下
　
相
接
つ
と
　
粥

　
た
を
以
　

、
応
に
反
　
鵬

）
し
当
円
）
は
供
待
違
　
伽

灘
蕩
鵜
解
駕
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻

　
飲
制
鋼
　
　
罪
　
　
　
　
　
　
鵬

・
て
に
禁
・
反
し
与
あ
轍

　
反
務
下
ま
止
収
　
束
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粥

て
に
犀
ら
供
与
き
や
　

っ
止
員
2
せ
提
供
と
み
・
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

に
の
運
人
に
食
そ
じ
申
せ
ゆ

ユ
こ
穫
強
忽
鷲
　



も
貸

（6）
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冬季分校憾oまる
　　　　　　　　　　　　　　12月1日から14校で

12月1日から冬季分校が開設されました。

今年は、塩野冬季分校、池谷冬季分校、津池冬季分校、中手冬季分校な

ど14校、22クラスで76人の生徒が、3月までの4ヵ月間学習します・

野中小学校大石冬季分校では、9月から進められていた校舎の増築工事

が11月20日に完成し早速新しい校舎での授業がはじまりました。

増
築
さ
れ
た
校
舎
で

大
石
冬
季
分
校

　
教
育
文
化
の
向
上
は
、
市
の
重
点

施
策
の
一
つ
で
す
．
今
年
度
は
、
中

条
中
、
鐙
島
小
の
改
築
、
博
物
館
の

展
示
工
事
、
幼
児
用
プ
ー
ル
、
野
球

場
C
面
の
完
成
な
ど
、
大
き
な
前
進

を
み
ま
し
た
、

　
そ
の
中
で
、
野
中
小
学
校
大
石

冬
季
分
校
の
増
築
工
事
も
行
わ
れ
、

十
二
月
一
日
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
　
一
年
生
五
人
、
二
二
、
一
年

生
各
二
人
、
五
年
生
六
人
、
六
年
生

一
人
の
計
十
六
人
－
。
曳
す
．
、
一
年
と
、

二
・
三
年
、
五
・
六
年
の
．
．
一
ク
ラ
ス

に
分
れ
て
二
部
複
式
授
業
塑
一
、
月
ま

で
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
子
供
達
は
冬
季
分
校
の
開
校
を
，
今

ま
で
四
十
分
も
か
か
っ
た
の
に
、
、
一

～
三
分
で
学
校
に
こ
れ
る
」
「
校
舎
か

新
し
く
嬉
し
い
」
「
先
生
が
友
達
み

た
い
で
良
く
遊
ん
で
く
れ
る
」
と
歓

迎
し
て
い
る
反
面
「
本
校
に
は
友
達

か
い
っ
ぱ
い
い
た
」
「
広
い
ゲ
ラ
ウ
ン

ド
や
運
動
場
で
思
い
き
り
遊
べ
た

．
理
科
の
実
験
道
具
や
図
書
が
い
一

は
い
あ
，
た
」
　
ン
ラ
ブ
．
『
、
、
柔
道
が

や
れ
な
く
な
る
」
と
チ
・
イ
ヴ
ビ
甘

不
満
そ
う
で
し
た
、
で
も
、
卜
六
人

の
と
の
顔
も
明
か
る
く
伸
び
伸
び
し

イ
兄
い
主
し
た
、
、

　
父
兄
の
樋
口
康
和
さ
ん
は
「
私
達
　
柳
哲
男

か
学
ん
だ
、
二
ろ
は
、
一
年
生
か
ら
六
　
大
島
進

年
生
ま
で
一
ク
ラ
ス
の
六
部
複
式
授
　
　
　
小
海
鉄
男

業
で
し
た
、
多
、
れ
を
思
う
と
、
学
校
　
　
相
沢
幸
治

　
つ
・
6
つ
・
6
つ
6
つ
・
O
つ
・
O
（
リ
：

　
　
　
　
社
　
　
8
と
ま
　
　
長

叢
酬
撫
錨

断
長
4
。
挿
昧
に
　
吐
叢

邸
庁
断
匿
欄
騨
叙
乱
舗

牛
険
墨
会
保
資
子
記

濠
囲
鰍
購
潔
灘
、
淋

2。

会
市
彰
は
国
婦
の
感
誌 も

良
く
な
っ
て
、
今
の
子
は
幸
せ
で

す
」
と
い
い
、
樋
口
歳
一
さ
ん
は
「
そ

ん
な
環
境
質
、
も
、
大
石
の
子
供
は
勉

強
が
良
・
、
で
き
た
ん
で
す
．
今
の
子

供
達
に
も
頑
張
、
て
も
ら
わ
な
く
て

は

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
卜
分
な
教
育
条
件
と
は
．
冒
え
ま
ぜ

ん
が
頑
張
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
．

職
業
訓
練
功
労
者
を

　
　
　
　
　
　
表
　
　
　
彰

　
新
潟
県
職
業
訓
練
法
へ
連
合
会
－
．
・

は
、
十
一
月
十
日
、
職
業
訓
練
法
施

行
二
十
周
年
記
念
新
潟
県
大
会
で
、

長
年
職
業
訓
練
に
功
労
の
あ
っ
た
講

師
、
役
職
員
を
表
彰
し
ま
し
た
、

講
　
師

　
庭
野
、
弥
　
　
（
本
町
東
一
）

訓
練
修
了
生
勤
務
成
績
優
秀
者

　
上
村
達
平
　
　
（
大
富
工
務
店
）

（
柳
r
務
店
）

（
大
幸
工
務
所
）

（
関
幸
建
設
）

（
相
沢
木
工
所
）

G
？
・
6
ウ
・
6
つ
・
O
O
：
6
ワ
・
6
つ
6
つ
・
0
9
・
O
つ
・
O
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
？
・
6
り
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
．

　土市1・
　　　　　社

　こび）ほど、土

診保険庁長官表

　二の納付組合

人の組合です，，

なく、手数料は

す。

　納付組合代表

の吉田久さんに

五
十
四
年
度

県
農
業
大
学
校
生
募
集

　
新
潟
県
農
業
大
学
校
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
．

募
集
人
員
　
六
十
人

学
科

専
　
攻
　
部
　
門

農
　
　
産

農
　
産

園
　
　
芸

施
設
園
芸
・
露
地
園
芸

畜
　
　
産

酪
農
・
肉
用
牛
・
養
豚

応
募
資
格
　
高
校
卒
業
者
ま
た
は
こ

　
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
、
お
お

　
む
ね
二
十
五
歳
以
ド
の
人

修
業
年
限
　
二
年

願
書
受
付
期
間
　
五
十
四
年
一
月
↑

　
日
か
ら
一
月
＝
。
十
一
日
ま
で

願
書
提
出
先
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
〒
九
五
、
二
　
西
蒲
原
郡
巻
町
大
字

　
券
巳
　
（
B
∩
＼

二
下
且
し
ハ
し
L
ω
．
二
一
㎜
日
一
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
農
業

大
学
校
ま
た
は
中
魚
沼
農
業
改
良
普

及
所
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
．

査
日
本
撚
糸
工
業
組
合
連

難
縄
“

ん
ブ
望
調
査
を
行
・
て
い
享
．

饗
灘
灘
辮
懇

る
業
者
に
つ
い
て
は
、
相
談
に
応
ず

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
希

望
の
方
は
、
大
至
急
、
十
二
月
十
三

日
ま
で
に
十
日
町
撚
糸
協
同
組
合

（
本
町
六
丁
目
、
8
二
i
三
七
二
七
〉

あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

税
金
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す

　
こ
と
し
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

年
末
調
整
や
、
自
営
業
者
な
ど
が
確

定
申
告
を
す
る
と
、
そ
の
額
が
全
部

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　
卜
二
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す
か

ら
、
こ
の
手
続
き
を
亡
心
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

控
除
さ
れ
る
額

　
昭
和
五
十
一
．
、
年
一
月
～
卜
二
月
ま

で
に
納
め
た
つ
ぎ
の
保
険
料
額
。

qD

定
額
保
険
料
　
五
十
三
年
一
月
～

、
、
一
月
ま
で
は
一
ヵ
月
に
つ
き
二
千
二

百
円
．
四
月
～
卜
二
月
ま
弔
、
は
一
ヵ

月
に
つ
き
二
千
七
百
三
十
円
（
す
べ

て
納
入
し
て
三
万
千
百
七
十
円
）

図
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合

　
ω
の
額
に
一
ヵ
月
に
つ
き
四
百
円

を
加
算
し
た
額
（
限
度
は
四
千
八
百

円
で
す
か
ら
定
額
保
険
料
と
合
わ
せ

て
三
万
五
千
九
百
七
十
円
）

⑥
五
十
三
年
一
月
～
十
二
月
の
間
に

納
め
た
未
納
保
険
料
や
追
納
保
険
料
、

特
例
保
険
料
の
総
額
。

　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
て
い
る

か
た
は
．
細
か
い
計
算
を
必
要
と
し

ま
す
の
で
、
市
民
課
国
民
年
金
係

（
盈
七
±
一
二
二
内
線
一
二
八
番
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
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騙
貸
出
文
庫
を
設
置

　
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
の
巡

回
が
十
一
月
末
で
終
り
ま
し
た
．
か

わ
っ
て
市
内
の
．
』
卜
七
ヵ
所
に
貸
出

文
庫
を
設
置
し
ま
し
た
，
各
配
本
所

に
は
六
十
冊
位
づ
つ
配
本
し
で
、
あ
り

ま
す
、
長
い
寒
い
冬
、
こ
た
つ
の
中

で
の
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

飛
渡
地
区
　
　
（
池
谷
）
曾
根
昭
治
氏

宅
　
　
（
宇
田
ケ
沢
）
水
落
留
吉
氏
宅

（
東
枯
木
又
）
山
田
房
吉
氏
宅
　
　
（
西

枯
木
又
）
春
川
善
七
氏
宅
　
下
条
地

区
　
　
（
二
子
）
二
子
冬
期
分
校
　
　
（
願

入
）
願
入
冬
期
分
校
　
　
（
慶
地
）
慶

地
冬
期
分
校
　
　
（
漉
野
）
田
村
正
徳

氏
宅
　
　
（
岩
野
）
岩
野
ク
ラ
ブ
　
　
（
水

口
）
水
口
公
民
館
　
　
（
上
新
田
）
上

新
田
公
民
館
　
水
沢
地
区
　
　
（
馬
場
）

馬
場
小
学
校
　
　
（
大
黒
沢
）
宮
沢
政

徳
氏
宅
　
　
（
伊
達
）
伊
達
公
会
堂

（
姿
）
姿
公
民
館
　
　
（
野
中
）
野
中

　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　マ　ロ　　　　
“火曜日，，日び）暮れるび）が待右）遠しい。トレパ渠

惣隷驚）響欝奪1、、鷲麓群鷲欝艀膿罷奨懸51
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さ／しあ1）がとうございました．　　　　　　　しレ　て人　主天わてわ者記タ集学

小
学
校
　
　
（
安
養
寺
）
藤
田
市
郎
氏

宅
　
川
治
地
区
　
　
（
城
之
古
）
城
之

古
公
民
館
　
　
（
関
根
）
湯
川
輪
店

（
長
里
）
風
問
文
平
氏
宅
　
吉
田
地

区
　
　
（
小
泉
）
馬
場
建
設
宅
　
　
（
山

谷
）
藤
巻
功
氏
宅
　
　
（
稲
葉
）
児
玉

周
作
氏
宅
　
　
（
南
鐙
坂
）
鐙
島
保
育

所
　
大
箇
地
区
　
　
（
田
麦
）
田
麦
公

民
館
　
　
（
山
谷
）
柳
誠
一
氏
宅
　
　
（
麻

畑
）
麻
畑
公
民
館
　
　
（
．
．
ツ
屋
）
俵

山
弘
氏
宅
　

（
塩
ノ
又
）
塩
ノ
又
分

校
十
日
町
地
区
（
高
田
町
．
．
．
南
）

レ
日
町
保
健
所
　
　
（
西
本
町
）
西
保

育
所
　
　
（
赤
倉
）
赤
倉
分
校
　
　
（
津

池
）
津
池
冬
季
分
校
　
　
（
江
道
・
猿

倉
）
江
道
、
猿
倉
開
発
セ
ン
タ
ー

中
条
地
区
　
　
（
市
之
沢
）
佐
藤
友
、
．
。

郎
氏
宅
　
　
（
尾
崎
）
む
つ
み
合
所

（
北
原
）
北
原
保
育
所

　
　
昭
和
四
十
七
年
初
冬
、
新
座
地
域

　
の
若
人
有
志
の
集
ま
り
が
ポ
ツ
ン
と

㎜
　
出
来
ま
し
た
．
十
数
名
の
ア
ニ
、
オ

　
ジ
連
中
で
す
．
青
年
団
、
青
年
学
級

　
か
そ
ろ
そ
ろ
．
卜
火
に
な
り
は
じ
め
た

　
．
ろ
厚
も
っ
と
深
い
仲
間
意
識
を
持

　
り
た
集
ま
り
が
な
ん
と
か
創
れ
な
い

　
も
の
か
”
　
“
ど
う
せ
死
ぬ
ま
げ
、
曳
こ
の

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ち
っ
た

　
あ
な
ん
か
し
よ
う
ぜ
”
と
い
っ
た
気

持
ち
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
出

㎜発
し
た
会
が
私
達
の
親
和
倶
楽
部
イ
．
・

　
す
、

　
　
そ
れ
か
ら
六
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、

『
～
』
『
～
』
『
」
孟

分
館
を
根
城
に
地
域
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈
新

時
を
思
い
出
し
て
み
ま
す
、

　
結
成
当
時
は
、
一
体
何
を
す
れ
ば

　
い
の
か
と
暗
中
模
索
で
し
た
。
そ

　
か
ら
と
い
う
も
の
目
に
入
る
も
の

　
べ
て
に
体
当
り
で
す
。
冬
季
の
夜

　
は
ど
う
か
、
小
正
月
の
鳥
追
い
行

　
を
、
旅
行
に
も
行
こ
う
ぜ
、
会
費

一
毎
月
千
円
申
し
受
け
ま
す
（
こ
れ

が
い
ろ
ん
な
活
動
の
資
本
で
し
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供
だ
道
じ
ゃ
な
い
か
〃
と
叱
た
し
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
な
か
ら
の
連
続
で
す
。
発
足
当
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
飲
ん
で
ば
か
り
い
る
片
輪
ク
ラ
ブ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も
言
わ
れ
、
生
意
気
だ
と
陰
口
を
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
た
か
れ
、
多
、
れ
で
も
い
い
さ
、
俺
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
若
さ
し
か
な
い
ん
だ
と
頑
張
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
六
年
間
。
こ
ん
な
我
々
を
見
て
い

『
㌔
…
』
『
睾
』
垂
し
】
【
曜
」

久
し
く
と
だ
え
て
い
た
盆
踊
り
の
復

活
、
お
い
！
運
動
会
も
お
ら
の
手
で

…
－
。
子
供
達
の
相
撲
大
会
も
し
よ

う
。
地
域
の
祭
り
を
復
活
さ
せ
よ
う
。

毎
夜
く
集
ま
っ
て
作
っ
た
子
供
み

こ
し
を
見
て
ふ
と
溜
息
が
で
ま
す
。

　
四
牢
五
年
と
頑
張
っ
て
い
る
間
に

特
別
勉
強
を
し
た
つ
も
り
の
な
い
ケ

ラ
ブ
員
も
全
員
お
と
な
に
な
り
ま
し

た
。
“
な
ぜ
こ
ん
な
に
身
を
粉
に
し

て
ま
で
俺
達
だ
け
が
活
躍
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
〃
　
”
今
や
っ
て
い

る
事
の
ど
れ
を
取
り
て
も
、
や
ら
な

く
た
っ
て
誰
も
こ
ま
り
は
し
な
い
事

な
の
に
”
：
…
：
：
。
い
つ
も
ぶ
つ
か

る
壁
一
．
」
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
　
“
や

め
る
の
は
簡
単
だ
．
、
一
度
飛
び
込
ん

和
倶
楽
部
愈

臥
繰
雛
製
墾
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

疑
箕
薪
鈷
劉
薪
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔

賜
わ
り
ま
し
た
．
　
　
　
臨

羅
、
覇
、
剛
．
継
慧

辮
讐
禦
鰻

と
：
…
・
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続

く
こ
の
道
に
む
か
っ
て
前
進
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
人
達
の
あ
た
た
か
い
支

援
に
感
謝
し
ま
す
．

　
企
画
と
ア
イ
デ
ア
で
勝
負
す
る
親

和
フ
ア
ミ
リ
！
も
、
も
う
す
ぐ
年
輪

を
一
つ
加
え
ま
す
。

　
現
在
、
ク
ラ
ブ
員
十
六
名
、
萩
座

，
分
館
を
根
城
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
初
代
会
長
　
樋
熊
義
明
記
）



も
貸

（6）
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冬季分校憾oまる
　　　　　　　　　　　　　　12月1日から14校で

12月1日から冬季分校が開設されました。

今年は、塩野冬季分校、池谷冬季分校、津池冬季分校、中手冬季分校な

ど14校、22クラスで76人の生徒が、3月までの4ヵ月間学習します・

野中小学校大石冬季分校では、9月から進められていた校舎の増築工事

が11月20日に完成し早速新しい校舎での授業がはじまりました。

増
築
さ
れ
た
校
舎
で

大
石
冬
季
分
校

　
教
育
文
化
の
向
上
は
、
市
の
重
点

施
策
の
一
つ
で
す
．
今
年
度
は
、
中

条
中
、
鐙
島
小
の
改
築
、
博
物
館
の

展
示
工
事
、
幼
児
用
プ
ー
ル
、
野
球

場
C
面
の
完
成
な
ど
、
大
き
な
前
進

を
み
ま
し
た
、

　
そ
の
中
で
、
野
中
小
学
校
大
石

冬
季
分
校
の
増
築
工
事
も
行
わ
れ
、

十
二
月
一
日
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
　
一
年
生
五
人
、
二
二
、
一
年

生
各
二
人
、
五
年
生
六
人
、
六
年
生

一
人
の
計
十
六
人
－
。
曳
す
．
、
一
年
と
、

二
・
三
年
、
五
・
六
年
の
．
．
一
ク
ラ
ス

に
分
れ
て
二
部
複
式
授
業
塑
一
、
月
ま

で
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
子
供
達
は
冬
季
分
校
の
開
校
を
，
今

ま
で
四
十
分
も
か
か
っ
た
の
に
、
、
一

～
三
分
で
学
校
に
こ
れ
る
」
「
校
舎
か

新
し
く
嬉
し
い
」
「
先
生
が
友
達
み

た
い
で
良
く
遊
ん
で
く
れ
る
」
と
歓

迎
し
て
い
る
反
面
「
本
校
に
は
友
達

か
い
っ
ぱ
い
い
た
」
「
広
い
ゲ
ラ
ウ
ン

ド
や
運
動
場
で
思
い
き
り
遊
べ
た

．
理
科
の
実
験
道
具
や
図
書
が
い
一

は
い
あ
，
た
」
　
ン
ラ
ブ
．
『
、
、
柔
道
が

や
れ
な
く
な
る
」
と
チ
・
イ
ヴ
ビ
甘

不
満
そ
う
で
し
た
、
で
も
、
卜
六
人

の
と
の
顔
も
明
か
る
く
伸
び
伸
び
し

イ
兄
い
主
し
た
、
、

　
父
兄
の
樋
口
康
和
さ
ん
は
「
私
達
　
柳
哲
男

か
学
ん
だ
、
二
ろ
は
、
一
年
生
か
ら
六
　
大
島
進

年
生
ま
で
一
ク
ラ
ス
の
六
部
複
式
授
　
　
　
小
海
鉄
男

業
で
し
た
、
多
、
れ
を
思
う
と
、
学
校
　
　
相
沢
幸
治

　
つ
・
6
つ
・
6
つ
6
つ
・
O
つ
・
O
（
リ
：

　
　
　
　
社
　
　
8
と
ま
　
　
長

叢
酬
撫
錨

断
長
4
。
挿
昧
に
　
吐
叢

邸
庁
断
匿
欄
騨
叙
乱
舗

牛
険
墨
会
保
資
子
記

濠
囲
鰍
購
潔
灘
、
淋

2。

会
市
彰
は
国
婦
の
感
誌 も

良
く
な
っ
て
、
今
の
子
は
幸
せ
で

す
」
と
い
い
、
樋
口
歳
一
さ
ん
は
「
そ

ん
な
環
境
質
、
も
、
大
石
の
子
供
は
勉

強
が
良
・
、
で
き
た
ん
で
す
．
今
の
子

供
達
に
も
頑
張
、
て
も
ら
わ
な
く
て

は

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
卜
分
な
教
育
条
件
と
は
．
冒
え
ま
ぜ

ん
が
頑
張
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
．

職
業
訓
練
功
労
者
を

　
　
　
　
　
　
表
　
　
　
彰

　
新
潟
県
職
業
訓
練
法
へ
連
合
会
－
．
・

は
、
十
一
月
十
日
、
職
業
訓
練
法
施

行
二
十
周
年
記
念
新
潟
県
大
会
で
、

長
年
職
業
訓
練
に
功
労
の
あ
っ
た
講

師
、
役
職
員
を
表
彰
し
ま
し
た
、

講
　
師

　
庭
野
、
弥
　
　
（
本
町
東
一
）

訓
練
修
了
生
勤
務
成
績
優
秀
者

　
上
村
達
平
　
　
（
大
富
工
務
店
）

（
柳
r
務
店
）

（
大
幸
工
務
所
）

（
関
幸
建
設
）

（
相
沢
木
工
所
）

G
？
・
6
ウ
・
6
つ
・
O
O
：
6
ワ
・
6
つ
6
つ
・
0
9
・
O
つ
・
O
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
？
・
6
り
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
・
6
つ
．

　土市1・
　　　　　社

　こび）ほど、土

診保険庁長官表

　二の納付組合

人の組合です，，

なく、手数料は

す。

　納付組合代表

の吉田久さんに

五
十
四
年
度

県
農
業
大
学
校
生
募
集

　
新
潟
県
農
業
大
学
校
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
．

募
集
人
員
　
六
十
人

学
科

専
　
攻
　
部
　
門

農
　
　
産

農
　
産

園
　
　
芸

施
設
園
芸
・
露
地
園
芸

畜
　
　
産

酪
農
・
肉
用
牛
・
養
豚

応
募
資
格
　
高
校
卒
業
者
ま
た
は
こ

　
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
、
お
お

　
む
ね
二
十
五
歳
以
ド
の
人

修
業
年
限
　
二
年

願
書
受
付
期
間
　
五
十
四
年
一
月
↑

　
日
か
ら
一
月
＝
。
十
一
日
ま
で

願
書
提
出
先
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
〒
九
五
、
二
　
西
蒲
原
郡
巻
町
大
字

　
券
巳
　
（
B
∩
＼

二
下
且
し
ハ
し
L
ω
．
二
一
㎜
日
一
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
農
業

大
学
校
ま
た
は
中
魚
沼
農
業
改
良
普

及
所
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
．

査
日
本
撚
糸
工
業
組
合
連

難
縄
“

ん
ブ
望
調
査
を
行
・
て
い
享
．

饗
灘
灘
辮
懇

る
業
者
に
つ
い
て
は
、
相
談
に
応
ず

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
希

望
の
方
は
、
大
至
急
、
十
二
月
十
三

日
ま
で
に
十
日
町
撚
糸
協
同
組
合

（
本
町
六
丁
目
、
8
二
i
三
七
二
七
〉

あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

税
金
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す

　
こ
と
し
一
年
間
に
納
め
た
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

年
末
調
整
や
、
自
営
業
者
な
ど
が
確

定
申
告
を
す
る
と
、
そ
の
額
が
全
部

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　
卜
二
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す
か

ら
、
こ
の
手
続
き
を
亡
心
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

控
除
さ
れ
る
額

　
昭
和
五
十
一
．
、
年
一
月
～
卜
二
月
ま

で
に
納
め
た
つ
ぎ
の
保
険
料
額
。

qD

定
額
保
険
料
　
五
十
三
年
一
月
～

、
、
一
月
ま
で
は
一
ヵ
月
に
つ
き
二
千
二

百
円
．
四
月
～
卜
二
月
ま
弔
、
は
一
ヵ

月
に
つ
き
二
千
七
百
三
十
円
（
す
べ

て
納
入
し
て
三
万
千
百
七
十
円
）

図
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合

　
ω
の
額
に
一
ヵ
月
に
つ
き
四
百
円

を
加
算
し
た
額
（
限
度
は
四
千
八
百

円
で
す
か
ら
定
額
保
険
料
と
合
わ
せ

て
三
万
五
千
九
百
七
十
円
）

⑥
五
十
三
年
一
月
～
十
二
月
の
間
に

納
め
た
未
納
保
険
料
や
追
納
保
険
料
、

特
例
保
険
料
の
総
額
。

　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
て
い
る

か
た
は
．
細
か
い
計
算
を
必
要
と
し

ま
す
の
で
、
市
民
課
国
民
年
金
係

（
盈
七
±
一
二
二
内
線
一
二
八
番
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
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騙
貸
出
文
庫
を
設
置

　
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
の
巡

回
が
十
一
月
末
で
終
り
ま
し
た
．
か

わ
っ
て
市
内
の
．
』
卜
七
ヵ
所
に
貸
出

文
庫
を
設
置
し
ま
し
た
，
各
配
本
所

に
は
六
十
冊
位
づ
つ
配
本
し
で
、
あ
り

ま
す
、
長
い
寒
い
冬
、
こ
た
つ
の
中

で
の
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

飛
渡
地
区
　
　
（
池
谷
）
曾
根
昭
治
氏

宅
　
　
（
宇
田
ケ
沢
）
水
落
留
吉
氏
宅

（
東
枯
木
又
）
山
田
房
吉
氏
宅
　
　
（
西

枯
木
又
）
春
川
善
七
氏
宅
　
下
条
地

区
　
　
（
二
子
）
二
子
冬
期
分
校
　
　
（
願

入
）
願
入
冬
期
分
校
　
　
（
慶
地
）
慶

地
冬
期
分
校
　
　
（
漉
野
）
田
村
正
徳

氏
宅
　
　
（
岩
野
）
岩
野
ク
ラ
ブ
　
　
（
水

口
）
水
口
公
民
館
　
　
（
上
新
田
）
上

新
田
公
民
館
　
水
沢
地
区
　
　
（
馬
場
）

馬
場
小
学
校
　
　
（
大
黒
沢
）
宮
沢
政

徳
氏
宅
　
　
（
伊
達
）
伊
達
公
会
堂

（
姿
）
姿
公
民
館
　
　
（
野
中
）
野
中

　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　マ　ロ　　　　
“火曜日，，日び）暮れるび）が待右）遠しい。トレパ渠

惣隷驚）響欝奪1、、鷲麓群鷲欝艀膿罷奨懸51

総鎧欝1∵獣1講檬鐸蕪鵜篇楡
て暮らす七びしい味けない毎日．多／しな私にと⇔　　 ・）一セ＿分本高一二氏麦一稲設宝一〔｛，鰍5履。ろ体育教室ζt4三を力三し、二し｝妃．娘び）丈1　交佐ン江校町恥ツ宅一鐙墓宅

　　　　　　　一　’　　 、r幸　　翁藤タ道　）、ノ屋　 田島　　着
途、築貯マ袴流芒鵠魏讐繋謎讃　所客1，轟覆車券醒蘇套響空轟

生活を忘れ、はたちの昔にもどった様な気分にし

てくれました。・いい歳をしておきょうすきな…ギ↑詫食撞護す学喉青級30周年記1

蔽燃讐藷1禰1憩、灘疑蒔鮮繋謀す◆お礼とお願

☆懸i蕊1搬ll▽㌶織
さ／しあ1）がとうございました．　　　　　　　しレ　て人　主天わてわ者記タ集学

小
学
校
　
　
（
安
養
寺
）
藤
田
市
郎
氏

宅
　
川
治
地
区
　
　
（
城
之
古
）
城
之

古
公
民
館
　
　
（
関
根
）
湯
川
輪
店

（
長
里
）
風
問
文
平
氏
宅
　
吉
田
地

区
　
　
（
小
泉
）
馬
場
建
設
宅
　
　
（
山

谷
）
藤
巻
功
氏
宅
　
　
（
稲
葉
）
児
玉

周
作
氏
宅
　
　
（
南
鐙
坂
）
鐙
島
保
育

所
　
大
箇
地
区
　
　
（
田
麦
）
田
麦
公

民
館
　
　
（
山
谷
）
柳
誠
一
氏
宅
　
　
（
麻

畑
）
麻
畑
公
民
館
　
　
（
．
．
ツ
屋
）
俵

山
弘
氏
宅
　

（
塩
ノ
又
）
塩
ノ
又
分

校
十
日
町
地
区
（
高
田
町
．
．
．
南
）

レ
日
町
保
健
所
　
　
（
西
本
町
）
西
保

育
所
　
　
（
赤
倉
）
赤
倉
分
校
　
　
（
津

池
）
津
池
冬
季
分
校
　
　
（
江
道
・
猿

倉
）
江
道
、
猿
倉
開
発
セ
ン
タ
ー

中
条
地
区
　
　
（
市
之
沢
）
佐
藤
友
、
．
。

郎
氏
宅
　
　
（
尾
崎
）
む
つ
み
合
所

（
北
原
）
北
原
保
育
所

　
　
昭
和
四
十
七
年
初
冬
、
新
座
地
域

　
の
若
人
有
志
の
集
ま
り
が
ポ
ツ
ン
と

㎜
　
出
来
ま
し
た
．
十
数
名
の
ア
ニ
、
オ

　
ジ
連
中
で
す
．
青
年
団
、
青
年
学
級

　
か
そ
ろ
そ
ろ
．
卜
火
に
な
り
は
じ
め
た

　
．
ろ
厚
も
っ
と
深
い
仲
間
意
識
を
持

　
り
た
集
ま
り
が
な
ん
と
か
創
れ
な
い

　
も
の
か
”
　
“
ど
う
せ
死
ぬ
ま
げ
、
曳
こ
の

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ち
っ
た

　
あ
な
ん
か
し
よ
う
ぜ
”
と
い
っ
た
気

持
ち
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
出

㎜発
し
た
会
が
私
達
の
親
和
倶
楽
部
イ
．
・

　
す
、

　
　
そ
れ
か
ら
六
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、

『
～
』
『
～
』
『
」
孟

分
館
を
根
城
に
地
域
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈
新

時
を
思
い
出
し
て
み
ま
す
、

　
結
成
当
時
は
、
一
体
何
を
す
れ
ば

　
い
の
か
と
暗
中
模
索
で
し
た
。
そ

　
か
ら
と
い
う
も
の
目
に
入
る
も
の

　
べ
て
に
体
当
り
で
す
。
冬
季
の
夜

　
は
ど
う
か
、
小
正
月
の
鳥
追
い
行

　
を
、
旅
行
に
も
行
こ
う
ぜ
、
会
費

一
毎
月
千
円
申
し
受
け
ま
す
（
こ
れ

が
い
ろ
ん
な
活
動
の
資
本
で
し
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供
だ
道
じ
ゃ
な
い
か
〃
と
叱
た
し
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
な
か
ら
の
連
続
で
す
。
発
足
当
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
飲
ん
で
ば
か
り
い
る
片
輪
ク
ラ
ブ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も
言
わ
れ
、
生
意
気
だ
と
陰
口
を
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
た
か
れ
、
多
、
れ
で
も
い
い
さ
、
俺
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
若
さ
し
か
な
い
ん
だ
と
頑
張
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
六
年
間
。
こ
ん
な
我
々
を
見
て
い

『
㌔
…
』
『
睾
』
垂
し
】
【
曜
」

久
し
く
と
だ
え
て
い
た
盆
踊
り
の
復

活
、
お
い
！
運
動
会
も
お
ら
の
手
で

…
－
。
子
供
達
の
相
撲
大
会
も
し
よ

う
。
地
域
の
祭
り
を
復
活
さ
せ
よ
う
。

毎
夜
く
集
ま
っ
て
作
っ
た
子
供
み

こ
し
を
見
て
ふ
と
溜
息
が
で
ま
す
。

　
四
牢
五
年
と
頑
張
っ
て
い
る
間
に

特
別
勉
強
を
し
た
つ
も
り
の
な
い
ケ

ラ
ブ
員
も
全
員
お
と
な
に
な
り
ま
し

た
。
“
な
ぜ
こ
ん
な
に
身
を
粉
に
し

て
ま
で
俺
達
だ
け
が
活
躍
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
〃
　
”
今
や
っ
て
い

る
事
の
ど
れ
を
取
り
て
も
、
や
ら
な

く
た
っ
て
誰
も
こ
ま
り
は
し
な
い
事

な
の
に
”
：
…
：
：
。
い
つ
も
ぶ
つ
か

る
壁
一
．
」
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
　
“
や

め
る
の
は
簡
単
だ
．
、
一
度
飛
び
込
ん

和
倶
楽
部
愈

臥
繰
雛
製
墾
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

疑
箕
薪
鈷
劉
薪
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔

賜
わ
り
ま
し
た
．
　
　
　
臨

羅
、
覇
、
剛
．
継
慧

辮
讐
禦
鰻

と
：
…
・
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続

く
こ
の
道
に
む
か
っ
て
前
進
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
人
達
の
あ
た
た
か
い
支

援
に
感
謝
し
ま
す
．

　
企
画
と
ア
イ
デ
ア
で
勝
負
す
る
親

和
フ
ア
ミ
リ
！
も
、
も
う
す
ぐ
年
輪

を
一
つ
加
え
ま
す
。

　
現
在
、
ク
ラ
ブ
員
十
六
名
、
萩
座

，
分
館
を
根
城
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
初
代
会
長
　
樋
熊
義
明
記
）
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忘
年
会
、
新
年
会
の
時
季
に
な
り
、

料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
等
を
利
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
十
習
の
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
税
金

を
受
け
と
っ
た
し
る
し
に
、
公
給
領

収
証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料
金
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

し
ょ
に
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納

め
た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）

以
下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
給
領
収
証
は

発
行
し
ま
せ
ん
．
免
税
点
は
左
記
の

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
旅
館

や
飲
食
店
な
ど
で
遊
興
（
芸
者
な
ど

薯　『

萎＿＿嬰
＿＿葺心”講聯一一一譜驚｝蹄傅㎜騨3瓢

＿一　　　　　

㎝
仕
出
し
o
出
前

経
理
区
分
食
堂
享
ノξ
【
ト
の
食
堂
な
ど
）

飲
食
店
●
喫
茶
店
な
ど

旅　館

ホテル

料
理
店
●
小
料
理
店
●
“
ノ
、
6
●
キ
ヤ
ノく
レ
：
な
ど

餐灘
㎏　　蓬

　　　　肉をおいしく
　、麟姦雛．、，食べるために②

．奪黙、灘灘蹴鴎…堀で光沢

が新鮮。

（ビ9ミンB1に富ん
でいます）

等宿
休泊
憩者
及の
び追
飲加
食飲食τ

夜
食
■
問
食
●
昼
食

宿
泊
£
基
泊
礎二
控
食
除の額
宿
一
一
泊
人
料
一
一
一
一
金
泊
か
に
免
・
）
税
き
点
二
を
（
3解
（
）廷

霰
」

部位別名称 使用上の特徽 主な料理の例

ヒ　　　　　レ

ロ　　ー　　ス

肉そグ）ものを味わう料

理にむく

カツレッ・ソテー・，

焼肉など

カダロース

ウ　チモモ

肉そのものを味わう料
理にむく

＿人
｛前

円

一
品
てに
O ！）

○き
O
円

一
＿
人
r
l一
〇
回
○に
Oつ
円 き

一
＿
人
て
一
〇回
に
Oつ
円 き

一
人
四
．
＿
、
o
泊
Oに
oつ
円 き

免
税
点
適
用
な
し

免
税
点

ソトモモ

ややかたく、脂肪もふ
ぞろいなび）で味をよく

しみこませる料理がよい

ひき肉として、煮

込みなど

バ　　　　ラ

カ　ダバラ

そ　の　他

赤肉・脂肪の割合かま

ちまちである。ゆっく
1）煮込んで味をしみこ

ませるとおいしくなる

ひき肉として、煮

込みなど

　　　　　　　　　　　｝酌　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　甲卿　　　　　　　　卿　　　　　　　一　｝　　　　　一　　　　一一
｝ド

　　　　”榊　卿　　　一　　一｛一
肉をおいしく
食べるために②騰

豚肉……桃色で光沢
があり脂肪が自いの

が新鮮。

（ビ9ミンB1に富ん
でいます）

1　今月の納税
§
1　市町村民税第4期、国民健康保険料

第5期の納期限は12月25日です。納期

内に必ず納入しましよう。

　年末です。市税グ）末納はありません

か。もう…度お確かめください。

　年末年始の市役所業務

き
　市役所では、12月29日團～1月3日

㈱まで平常業務は休ませていただきま

き
す。ただし、市民課、会計課、税務課

碗密嶺業務は、2⑨錆爺鎗覇も行います

1磯、ご和搬く離さい。

　年末年始のごみ収集

　衛生施設組合では、1月1日（月）～3

日㈱までごみ収集を休ませていただき

ますのでおまちがいのないようお願
いします。（12月31日は日曜日なので休

み）なお、前記の日以外は冬期ごみ収

集計面表どおり業務を行一・ています．

婦
女
の
接
待
を
伴
う
行
為
）
を
伴
う

飲
食
を
行
っ
た
場
合
は
、
免
税
点
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
．

白
い
愛
の
祭
典

雪
ま
つ
り
写
真
集
刊
行

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
も
三
十
回
を
迎

え
二
月
十
日
（
土
）
、
十
一
日
（
日
）
の

二
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
三
十
周
年

を
記
念
し
て
、
過
去
二
十
九
回
の
雪

ま
つ
り
を
集
大
成
し
た
写
真
集
「
白

い
愛
の
祭
典
…
…
十
日
町
雪
ま
っ
り
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
野
本
郁

太
郎
氏
を
編
集
委
員
長
に
準
備
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
誌
は
、
B
五
変
型
版
、

約
百
三
十
ぺ
ー
ジ
弔
＼
そ
の
内
三
分

の
一
は
カ
ラ
ー
ぺ
ー
ジ
で
す
。

　
定
価
は
一
冊
二
千
円
以
ド
で
発
行

は
明
年
一
月
中
旬
の
予
定
で
す
．

　
近
く
、
嘱
託
員
さ
ん
、
各
職
場
を

通
じ
て
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
．

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
高
橋
ハ
マ
子
（
中
条
八
幡
）
症

万
円
（
香
典
返
し
）
　
▼
布
川
t
二

九
（
本
町
三
）
七
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
十
日
町
義
太
夫
保
存
会
・
小
池
琴

　
　
，
ン
き
き

　
会
甜
課
は
収
入
役
事
務
の
補
助
組

織
と
し
て
、
現
在
五
名
の
職
員
で
、

つ
ぎ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
簡

易
水
道
・
診
療
所
・
ド
水
道
の
四
特

別
会
計
に
属
す
る
歳
入
歳
出
の
出
納

及
び
記
録

●
現
金
・
保
証
金
・
有
価
証
券
の
出

納
、
保
管

●
支
出
負
担
行
為
の
確
認

●
支
出
命
令
票
の
審
査

●
決
算
書
の
調
整

　
な
お
、
当
市
で
は
市
内
の
金
融
機

関
及
び
農
協
を
指
定
金
融
機
関
あ
る

い
は
収
納
代
理
店
に
指
定
し
て
い
ま

す
の
曇
＼
市
へ
の
納
付
金
は
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が
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入
り
ま
す
。
◎
雪
ま
つ
り
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
圭
す
。
記
録
を
み
る

と
六
～
七
年
ご
と
に
小
雪
で
す
．
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〔正服のわら糠翻・一聾藻羅、灘購撫が残っています．正月の神様が滴い所
からやってきて熱騰藻鷲懲れるというのです．それは、紅い魚と白い御飯と油のよ

うな酒・柿・栗・もちだといいます。今思えばささやかな贈物です。これを無上の楽しみ
に待っていた昔の人たちのつつましい生活ぷりが二のわらべ唄を通して伝わってきます。〕


